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独立行政法人
理化学研究所

こ
の
秋

理
研
は

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
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2 特別企画

独立行政法人 理化学研究所
理事長に就任して
野依良治 新理事長に聞く

5 寄稿文

「固有自治」と「負託自治」

6 特集

特殊法人 理化学研究所
45年を振り返る

8 研究最前線

ナノスケールで現れる
量子現象を電子の波で見る

11 TOPICS

2003年 理化学研究所
科学講演会のお知らせ

「里庄セミナー」が開催される

12 原酒

独法化を振り返って

No. 322
April 
2008

4

世界の「かけがえのない
存在」を目指して
野依良治 理事長に聞く

p2  巻頭インタビュー

真の国際化とは
伊藤正男　脳科学総合研究センター特別顧問×
竹市雅俊　発生・再生科学総合研究センター長

p4  特別企画

RIKEN
N EWS

p10  特集
新生 横浜研究所、新たなステージへ
小川智也 横浜研究所長に聞く

p12  MESSAGE
脱科学者の科学論
岡田節人 京都大学名誉教授

ISSN 1349-1229

理研、第2ステージへ
第2期中期計画スタート 特集号

p8   特集
研究循環システムの核「基幹研究所」を設立
玉尾皓平 基幹研究所長に聞く

p14  TOPICS
「2007年度理化学研究所科学講演会」を開催

平成20年度一般公開のお知らせ

新独立主幹研究員の紹介

第21回「独立行政法人理化学研究所と
産業界との交流会」が開かれる

p16  原酒
和光キャンパスの新しい正門

 2	 研究最前線

	 葉緑体から見えてきた	
	 細胞内共生による大進化
 6	 研究最前線

	 RIBFで原子核の	
	 異常変形領域を探検する
10	 SPOT NEWS
	 ハンチントン病の新しい遺伝子治療に、	
	 モデルマウスで成功
	 アルツハイマー病、パーキンソン病にも応用可能

	 世界最高出力の深紫外LEDを開発
	 半導体殺菌灯の実用レベルをクリア

	 転写因子間相互作用マップを構築
	 がんなどの疾患治療研究に	
	 基礎データを提供

◦	
	 	
	

◦	
	
◦	

12	 特集
	 完成間近！	XFELで始まる新しい科学

15	 TOPICS
	 	新理事に川合眞紀氏
	 	YouTube公式チャンネル	
「RIKEN	Channel」を開設

	 	「りけんキッズラボ	～発生と再生のフシギ～」、	
神戸市立青少年科学館にオープン

	 	新研究室主宰者の紹介

16	 原酒
	 	ボリスとわたし

◦
◦	 	

◦	

◦
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May

2010

RIKEN Mobile

写真：特集「完成間近！ XFELで始まる新しい科学」より

RIKEN Mobile

12	 FACE
	 	“力”から生物の形づくりの	
謎に挑む研究者

 6	 特集
	 	バイオリソースで生命の機能を解明し、	
人類存続のための知を築く

	 理研バイオリソースセンター設立10周年記念　小幡裕一センター長に聞く

	 	日本人よ、もっと自信を持て！
	 有馬朗人	元理事長に聞く

 2	 研究最前線

	 	生物代謝を俯瞰し物質循環を追求する

11	 SPOT NEWS
	 	神経幹細胞が脳の内側だけで	
細胞分裂する仕組みが明らかに

	 神経の発生メカニズムや脳の進化の理解に手掛かり

◦

13	 TOPICS
	 	仁科芳雄博士生誕120周年記念講演会	
「日本現代物理学の父	仁科芳雄博士の	
輝かしき業績」開催報告

	 	理研は映画『さくら、さくら』と	
『TAKAMINE』を応援します！

	 	「平成23年度	一般公開」開催日のお知らせ
	 	「理研BSIサマープログラム」、参加者募集のお知らせ
	 	新研究室主宰者の紹介
	 	東京連絡事務所	移転のお知らせ

◦	
	

◦	

◦
◦
◦
◦

16	 原酒
	 	地中海人の中の日本人
	 A	Japanese	among	Mediterraneans
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March
2011

写真：研究最前線「生物代謝の俯瞰から物質循環を追求する」より

Masaru Taniguchi
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Aiichiro
Inoue

Mitsuo 
Yokokawa

※画像は CG です
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0
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C
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炎
か
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が
ん
へ
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関
わ
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子
を
発
見

・ 
i
P
S
細
胞
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万
能
性
を
タ
ン
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ク
質
「
C
C
L
2
」
が
維
持

京
速
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
京
」

世
界
１
位
を
獲
得

鳥居薬品とスギ花粉症
予防ワクチンを開発

02 特集

No.363
September 2011
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06
特集
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・
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合
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No.371
May 2012

5

伊藤嘉浩吉木 淳

画像：�特集「SACLAで本当に実らせたいもの」。SACLAの外観。
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心
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日
本
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災
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新
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紹
介
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04 研究最前線08 研究最前線

SACLAで本当に実らせたいもの

02
特集

No.420 June 2016

下から、アカミミガメ、ニシキマゲクビガメ、スッポンの幼若個体。
研究最前線「生物のかたちを発生と進化から読み解く」より

研究最前線  ②

生物のかたちを発生と
進化から読み解く
特集  ⑥

アカデミア発の創薬イノベーションを起こす
創薬・医療技術基盤プログラムの成果と展望

FACE  ⑩
外核の謎をSPring-8で解き、
地球誕生と進化に迫る研究者

TOPICS  ⑪
・  「科学技術ハブ推進本部」に
新たなプログラムが発足

・  科学技術ハブ推進本部 
健康生き活き羅針盤リサーチ
コンプレックス推進プログラム 
新研究室主宰者の紹介

原酒  ⑫
DIY考
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No.427 January 2017

新春特別企画  �

あるべき社会を目指して
特定国立研究開発法人 3法人理事長鼎談

研究最前線  �

STMで電子状態を見て 
物質の未知の機能を探る
特集  ⑫

113番元素の名前が
「nihonium」に決定
原酒  ⑯
知と愛あるいは科学と宗教

1

半導体検出器。気体充塡型反跳分離器（GARIS）で分離された
元素が崩壊するときに放出するα粒子などを計測する装置。

特集「113番元素の名前が『nihonium』に決定」より

ISSN 1349-1229

No.438 December 2017

研究最前線  �

π電子が示す多様な物性を探究する
量子スピン液体と質量のないディラック電子の新展開

研究最前線  �

“その細胞らしさ”は 
いかにして継承される？
特集  ⑩

数理創造プログラム iTHEMS
自然科学と数理科学の共進化を図る

FACE  ⑭
分子の相互作用に基づいて新材料をつくり出す

TOPICS  ⑮
・  林 芳正 文部科学大臣が理研和光地区を視察
・  理研サマースクールを開催

原酒  ⑯
仕事も趣味も山だったころ

研究最前線「π電子が示す多様な物性を探究する」より

12

ISSN 1349-1229

MS_AMP

MS_IMP

MS_inosine

MS_hypoxanthine

MS_histidine

MS_phenylalanine

MS_tyrosineMS_OF UFA

MS_(sn-2)_TAG_I

MS_(sn-2)_TAG_II

MS_(sn-1)_TAG

MS_(sn-3)_TAG

MS_creatine

MS_methionine

MS_glycine

MS_betaine

MS_phosphatidylcholine

MS_phosphatidylethanolamine

MS_taurine

MS_22:6_n-3_FA

MS_proline
MS_acetate

MS_alanine

MS_lactate

MS_FA

MS_valine

MS_isoleucine

MS_n-3_FA

MS_leucine

MS_non_n-3_FA

MS_cholesterol

MS_Al

MS_B

MS_Ba

MS_Ca

MS_Co
MS_Cr

MS_Cu

MS_Er

MS_Fe

MS_K

MS_Mg

MS_Mn

MS_Na

MS_Nb

MS_Nd

MS_Ni

MS_P

MS_S

MS_Sc

MS_Si

MS_Sn

MS_Sr

MS_Ti

MS_Zn

MS_Zr
GC_FA

GC_dimethylamine

GC_lysine

GC_TMAO

GC_uridine

GC_inosine

GC_leucine

GC_phosphatidylcholine

GC_glucose

GC_hypoxanthine

GC_OF_UFA

GC_Al

GC_As

GC_B

GC_Ba

GC_Be

GC_Ca

GC_Cd
GC_Ce

GC_Co

GC_Cr

GC_Cu

GC_Dy

GC_Er

GC_Eu

GC_Fe

GC_Ga

GC_Gd

GC_Hf

GC_K

GC_La

GC_Lu

GC_Mg
GC_Mn

GC_Mo

GC_Na

GC_Nd

GC_NiGC_P

GC_Pb

GC_Pd

GC_S

GC_Sc

GC_Si

GC_Sr

GC_Ti

GC_V

GC_Y

GC_Yb

GC_Zn

GC_Zr

MD_Al

MD_B
MD_Ba

MD_Be

MD_Ca

MD_Cd

MD_Co

MD_Cr
MD_Cu

MD_Dy

MD_Fe

MD_Gd

MD_K

MD_La
MD_Lu

MD_Mg

MD_Mn

MD_Na

MD_Ni

MD_P

MD_Pb

MD_Rb

MD_S

MD_Sc

MD_Si

MD_Sr

MD_Ti

MD_V

MD_Y

MD_Yb

MD_Zn

WT_Al

WT_B

WT_Ba

WT_Ca

WT_Fe

WT_K

WT_Li

WT_Mg

WT_Mn

WT_Na

WT_Nd

WT_P

WT_S

WT_Sb

WT_Sc

WT_Si

WT_Sn

WT_Sr

WT_Tl

WT_V

WT_Zn

MB_1

MB_2
MB_3

MB_4

MB_5

MB_6

MB_7

MB_8

MB_9

MB_10

MB_11

MB_12
MB_13

MB_14MB_15

MB_16

MB_17

MB_18

MB_19

MB_20

MB_21

MB_22

MB_23
MB_24

MB_25

MB_26MB_27

MB_28

MB_29

MB_30

MB_31

MB_32

MB_33

MB_34

MB_35

MB_36

MB_37

MB_38

MB_39

MB_40

MB_41 MB_42

MB_43

MB_44

MB_45

MB_46

MB_47

MB_48

MB_49

MB_50

MB_51

MB_52

MB_53

MB_54

MB_55

MB_56

MB_57

MB_58

MB_59

MB_60

MB_61
MB_62

MB_63

MB_64

MB_65

MB_66

MB_67

MB_68

MB_69

MB_70

MB_71MB_72

MB_73

MB_74

MB_75

MB_76

MB_77

MB_78

MB_79
MB_80

MB_81

MB_82

MB_83MB_84

MB_85

MB_86

MB_87

MB_88

MB_89

MB_90
MB_91

MB_92

MB_93

MB_94

MB_95

MB_96

MB_97

MB_98

MB_99

MB_100

MB_101

MB_102

MB_103

MB_104

MB_105

MB_106

MB_107

MB_108

MB_109

MB_110

MB_111

MB_112

MB_113

MB_114

MB_115

MB_116

MB_117

MB_118

MB_119

MB_120

MB_121

MB_122

MB_123

MB_124

MB_125

MB_126

MB_127

MB_128

MB_129

MB_130

MB_131

MB_132

MB_133

MB_134

MB_135

MB_136

MB_137

MB_138

MB_139

MB_140

MB_141

MB_142

MB_143

MB_144

MB_145

MB_146

MB_147

MB_148

MB_149

MB_150

MB_151

MB_152

MB_153

MB_154

MB_155

MB_156

MB_157MB_158

MB_159

MB_160

MB_161

MB_162

MB_163

MB_164

MB_165

MB_166

MB_167

MB_168

MB_169

MB_170

MB_171

MB_172

MB_173

MB_174

MB_175

MB_176

MB_177

MB_178

MB_179

MB_180

MB_181

MB_182

MB_183

MB_184

MB_185

MB_186

MB_187

MB_188

MB_189

MB_190

MB_191

MB_192

MB_193

MB_194

MB_195

MB_196

MB_197

MB_198

MB_199

MB_200

MB_201

MB_202

MB_203

MB_204MB_205

MB_206

MB_207

MB_208

MB_209

MB_210

MB_211

MB_212

MB_213

MB_214

MB_215

MB_216

MB_217

MB_218

MB_219

MB_220

MB_221

MB_222

MB_223

MB_224

MB_225

MB_226

MB_227

MB_228

MB_229

MB_230

MB_231

MB_232

MB_233

MB_234

MB_235

MB_236

MB_237

MB_238

MB_239

MB_240

MB_241

MB_242

MB_243

MB_244

MB_245

MB_246

MB_247

MB_248

MB_249

MB_250

MB_251

MB_252

MB_253

MB_254

MB_255

MB_256

MB_257

MB_258

mean_size

研究最前線「ビッグデータを機械学習し海を耕す」より

02 特集

 次の百年を目指して
 理研 第4期中長期計画

06 研究最前線

 腸内細菌で健康や環境に貢献する
10 研究最前線

 ビッグデータを機械学習し海を耕す

14 FACE
  単一分子の発光・吸収分光で 

量子の世界を観測する研究者

15 TOPICS
 ・  梶山内閣府特命担当大臣 
（地方創生）が理化学研究所  
広島大学共同研究拠点を視察

 ・  科学ライブショー「ユニバース」 
来場者10万人突破！

 ・  新研究室主宰者の紹介

16 原酒
  こちら、 

ダイバーシティ推進室です！

RIKEN NEWS
4No. 442 2018
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研究最前線「ダイオメガから始まる新粒子を予言する時代」より

02 研究最前線

  ダイオメガから始まる 
新粒子を予言する時代

06 研究最前線

  不確実性を排除した気候変動予測の実現へ
10 特集

 ゲノムの意味を解明するFANTOMの挑戦

15 TOPICS
 ・  横浜地区で一般公開を開催
 ・  放送大学特別番組 
「科学技術立国への挑戦」

16 原酒
  ブラックコーヒーとホーキング博士

8No. 446 2018
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創刊50周年・450号記念特別号



02  RIKEN NEWS  2018  December

04 記念特集1
  研究最前線の50年

08 記念特集2
  FACEの今

10 記念特集3
  「読者アンケート」結果報告

12 SPECIAL TOPIC
   理研 創立百周年記念事業

16 原酒
  科学者の自由な楽園にて

読 者 の 皆 さ ま へ
　『理研ニュース』は今年、創刊50周年を、また、この12月号をもって第450

号を迎えました。多くの読者の皆さまに支えられて半世紀にわたり発行でき
ましたことに、改めて厚く御礼申し上げます。
　創刊号をひもとくと、当時の赤堀四郎 理事長による発刊の辞に、「理研は
それぞれの専門領域において基礎的知見を深め、新しい分野を開拓し、総合
的研究・国際研究協力など多面的な研究活動をすると同時に、若手研究者が
育つ“研究道場”でもある」とあります。そしてそれら理研の活動・事業を広
く知っていただきたいという思いから、この『理化学研究所ニュース（当時）』
が発刊された、と書かれています。この思いは半世紀たった今も変わりませ
ん。450号の表紙にも掲げている「科学道」という言葉には、そうした理研の
変わらぬ理念が込められています。
　『理研ニュース』の誌面では、毎月さまざまな企画を通して、理研の「今」
をお伝えしています。ご好評いただいている「研究最前線」は、その名のとお
り研究室主宰者率いるチームの「最前線」を紹介するページです。本号では、
その50年間を振り返る座談会を企画しました。また、若手研究者の素顔を紹
介する「FACE」のページは、2006年に始まり、これまでに99名が登場して
います。本号ではそのうちの2名の「その後」も見ることができます。
　ところで、月刊誌が50周年で通算450号という数字を不思議に思われる方
も多いのではないでしょうか。創刊当時は研究所を「広報する」という考え方
が浸透しておらず、原稿集めにもずいぶんと苦労があったとか。そのため、
やむなく休刊したこともあったようです。隔月刊や季刊の形を経て、1991年
以降は月刊に落ち着きました。その後、科学技術への期待が高まるとともに、
理解増進の必要性や法人としての説明責任がより強く求められる時代となり、
本誌も機関誌としてなおいっそう、重要な役目を負うようになりました。
　先立つ7月号で読者アンケートを実施したところ、さまざまな世代から反響
がありました。創刊号からご愛読いただいているという方々からの回答も少
なからず頂戴し、大変驚きながらも、ありがたく感じております。温かいメッ
セージや感想に加え、叱

しっ

咤
た

激励も頂きました。50周年、450号は節目であり、
通過点にすぎません。今後も100周年、1,000号を目指し、より多くの方に科
学技術に親しんでいただけるよう、心新たに励んでまいります。
　今後とも『理研ニュース』をどうぞご愛読いただきますようお願い申し上げ
ます。
 理化学研究所 理事長  松本 紘

創刊50周年・450号記念特別号
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■    「研究最前線」の未来予測
安藏：本日は、これまでに発行した『理研ニュース』を全部持っ
てきました。なかなか壮観ですね（3ページ参照）。
長瀧：私の専門である宇宙関係の記事を中心に読み返してみま
した。面白かったのが、記事の最後の方に一言二言ですが、未
来予測が書かれていることです。例えば2003年4月号「ガンマ
線バーストの正体に迫る」では、ブラックホールが合体する様
子がX線の観測によって捉えられる可能性がある、と書かれて
います。実際にはX線ではありませんでしたが、2015年に重力
波によりブラックホールの合体が観測され、2017年のノーベル
物理学賞の対象になりました。ほかにも「研究最前線」に書か
れた未来予測が実現している例があり、先達の慧

けい

眼
がん

を感じます
ね。
小川：実験系の研究者は、未来予測をしながら実験計画を練り
ます。予測が外れれば、実験計画を修正していきます。その積
み重ねが、研究者一人一人の研究ストーリーとなります。
杉田：いろいろな要因により、研究がある時期に大きくジャン
プすることがあります。そのようなブレークスルーを予測する

ことは難しいですね。例えば2017年のノーベル化学賞はクライ
オ電子顕微鏡法の開発に対して贈られましたが、その10年前
には、電子顕微鏡でタンパク質の構造を原子スケールで決定で
きるようになるとは、多くの研究者は予測できませんでした。
小川：クライオ電子顕微鏡などの実験装置や、大型放射光施
設SPring-8やスーパーコンピュータ「京」のような先端的な研究
基盤が、研究を大きく飛躍させることがありますね。
杉田：「京」で何ができるのか、私が2007年、理研に研究室を
立ち上げたころには予測できませんでした。「京」の開発が始ま
り、それほどの計算能力があるのならば、例えば、細胞内分子
混雑環境のシミュレーションをやってみようと、チャレンジを
続けてきたのです。ほかの分野でも、「京」以前より大きくジャ
ンプしたシミュレーションを実現してきたと思います。
安藏：杉田さんの研究は、2010年1月号「タンパク質のダイナ
ミクスから機能の理解、そして予測する生命科学へ」と、
2015年10月号「『京』とGENESISで細胞の中を観る」で紹介
しました。

小川智也   名誉研究員

小川智也 名誉研究員
  農薬合成第二研究室、農薬化学第一研究室、細胞制御化学研究室

の主任研究員を経て、理事、副理事長、播磨研究所長、筑波研究
所長、横浜研究所長、和光研究所長を歴任

杉田有治  開拓研究本部 杉田理論分子科学研究室 主任研究員 
生命機能科学研究センター 分子機能シミュレーション研究チーム   
チームリーダー 
計算科学研究センター 粒子系生物物理研究チーム   
チームリーダー 
理研科学者会議 議長

長瀧重博  開拓研究本部 長瀧天体ビッグバン研究室 主任研究員 
数理創造プログラム 副プログラムディレクター

安藏俊成  広報室 室長（司会）

1968年10月に創刊した『理研ニュース』。
創刊第2号（1968年11月号）から毎号、研究成果を紹介するページを設けてきた。
1993 年10月号からは「研究最前線」と改めてタイトルを付け、それが現在まで続いている。
過去50年分の『理研ニュース』で紹介してきた理研の研究を振り返る。

研究最前線の50年

450  号  記  念  特  集 1



RIKEN NEWS  2018  December   05

■    理研発のブレークスルー
長瀧：50年分の研究最前線を見ると、いつごろ研究がジャン
プしたのか、ブレークスルーが起きたのかが分かりますね。
安藏：ライフサイエンス分野で、理研が関わった近年のブレー
クスルーには、どのようなものがあるでしょうか。
杉田：2009年2月号「核内ノンコーディングRNA──未踏の
分野を切り開く」で中川真一さん（当時 独立主幹研究員、現 北
海道大学 教授）の研究が紹介されています。DNAの情報は
RNAに転写され、タンパク質がつくられます。ノンコーディン
グRNA（ncRNA）とは、タンパク質の情報を持たないRNAで
す。研究室が隣だった中川さんに初めて会った2007年ごろ、
ncRNAの何が面白いのか、私には分かりませんでした。とこ
ろが現在、ncRNAがタンパク質の発現を制御するなど重要な
役割をしていることが解明され始め、一つの研究分野に発展し
ています。中川さんはncRNAの機能にいち早く注目した数少
ない研究者の一人です。理研がそのような若手研究者を評価
して研究室を主宰させたことは、素晴らしい判断だと思います。
小川：2005年10月号「ゲノムの常識を覆す“RNA大陸”を発
見！」で林﨑良英さん（現 科技ハブ産連本部 予防医療・診断
技術開発プログラム プログラムディレクター）たちの研究が紹
介されています。林﨑さんたちは、さまざまな種類の細胞にお
いて発現しているRNAを網羅的に集めて解析しました。タン

パク質をつくる情報が書かれている領域はゲノム（全遺伝情
報）全体のわずか2％、残りの98％の領域は機能が分からない
「ジャンク（ごみ）」と呼ばれていました。そのジャンクから情報
を写し取った大量のncRNAが見つかったのです。そのような
予想外の事実が分かったときに、どのように行動するかが勝負
の分かれ目です。林﨑さんたちは、国際研究コンソーシアム
FANTOMを組織してncRNAの機能解明を進めました。それ
が大正解でした。
安藏：ncRNAの機能解明について、2014年9月号「ジャンク
DNAは宝の山だった」でP

ピ エ ロ

iero C
カ ル ニ ン チ

arninciさん（現 生命医科学研
究センター 副センター長）たちの研究を紹介しています。また、
2018年8月号特集「ゲノムの意味を解明するFANTOMの挑
戦」で林﨑さんとカルニンチさんに話を伺いました。
小川：理研では、横山茂之さん（現 科技ハブ産連本部 バトン
ゾーン研究推進プログラム 横山特別研究室 特別招聘研究員）
たちを中心に、タンパク質の構造や機能を網羅的に解析する国
家プロジェクト「タンパク3000」（2002～06年度）にも取り組
みました。

杉田有治   主任研究員 長瀧重博   主任研究員

1968年10月に発刊され
た創刊号
1958年の特殊法人化から10年
を機に、国民の理解・支援を仰
ぐことを目的に発刊された。現
在は500を超える研究室数が
当時は47であったこと、1966
年に始まった東京駒込から埼
玉県大和町（現 和光市）への移
転の進

しん

捗
ちょく

などが報告されてい
る。
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安藏：理研が世界に先駆けて始め、「タンパク3000」にもつな
がる、構造プロテオミクスのプロジェクトについて、2004年5
月号の特集「構造プロテオミクスが果たす役割」で、横山さん
と一緒に小川さんにお話を伺いましたね。
小川：FANTOMや「タンパク3000」は、大量のデータ解析と
生物学を結び付ける先駆けだったと思います。
杉田：現在では、大量のデータを数理の手法で解析して定量
的な生物学を進める、データ駆動型サイエンスが定着していま
す。理研には先見の明があり、新しい研究を生み出してきたと
思います。

■    『理研ニュース』で研究の流れをたどる
安藏：『理研ニュース』は、創刊当初は理事が編集・発行、研
究者自身が原稿執筆していましたが、1990年代以降は新設さ
れた広報室で編集・発行するようになりました。いつの時代も
変わらず、理研が始めた新しい研究をいち早く伝えてきました。
小川：理研は、新しい研究を始めるときに外部から新しい人材
を取り込んで大きくなってきました。1960年代に農薬研究部門
ができたときにも、多くの研究者が参入しました。私もその一
人で、ちょうど『理研ニュース』が創刊された1968年に入所し
ています。

安藏：創刊第2号（1968年11月号）の最初の研究紹介のタイト
ルが「農薬の将来と当所の農薬研究部門」でした。
小川：農薬研究は、その後、植物科学やケミカルバイオロジー、
創薬研究などへ発展しました。理研のライフサイエンスの源流
の一つが農薬研究なのです。また、農薬研究は光合成の研究
にも発展し、人工光合成の研究の先

せん

鞭
べん

をつけました。
安藏：1960年代には理研でレーザーの研究も始まり、1970年
代には大型プロジェクト「レーザー科学研究」が推進されまし
た。『理研ニュース』300号記念特集号（2006年6月号）では、
その時点で最も多く取り上げられたテーマがレーザー科学だっ
たことから、特別企画「理研におけるレーザー研究の歴史と今
後の展望」をまとめました。
　創刊第3号（1968年12月号）・第4号（1969年1月号）で取り
上げたテーマは「宇宙線の研究」でした。理研の宇宙研究の流
れについてはいかがでしょうか。
長瀧：『理研ニュース』が創刊される前年の1967年に、中性子
星が初めて観測されていますね。中性子の存在が実験的に証
明されたのは1932年。そのわずか2年後の1934年に中性子星
の存在が理論的に予測されました。理論予測から約30年後の
1967年に中性子星が初めて観測されたわけです。
　理研の宇宙研究が加速したのは、日本のX線天文学の父と

レトロ
ウイルス RNA

DNA

転写・
逆転写転移・

増殖

未分化な
幹細胞

特定の細胞への分化

多能性の維持などに
関与している可能性

レトロトランスポゾン
由来のncRNA

活性化

遺伝子C遺伝子A

遺伝子B

レトロトランスポゾン

哺乳類の
祖先細胞

現在のヒトや
マウスの細胞

進化
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（A）・チミン（T）・グアニン（G）・シトシ
ン（C）という4種類の塩基の並び方（塩
基配列）によって書かれている（図1）。
DNAからタンパク質の情報が取り出さ
れる際は、まずDNAの配列がRNAに
読み取られ（転写）、不要な部分が取り
除かれてmRNAができる。リボソーム
はmRNAに結合し、mRNAの情報に基
づきアミノ酸が順次つながってタンパク
質が合成される（翻訳）。こうして遺伝
子が発現する。
　カルニンチ部門長たちは、タンパク質
の情報が書かれたすべてのmRNAを対
象に、塩基配列の端から端までを完全
にコピーする完全長cDNAライブラリー
の作成技術や、RNAの塩基配列をもと
にDNAの転写開始点を網羅的に調べる
CAGE法を開発。それらの独自技術を
駆使して、さまざまな種類の細胞でどの
ようなRNAが転写されているのか、網
羅的に調べる研究を行った。
　さらに、理研は2000年から国際科学
組織FANTOMを主宰して、RNAの機
能を解析する共同研究を進めた。そして
2005年、カルニンチ部門長たちは衝撃
的な研究成果を、米国の科学雑誌
『Science』に発表した。
　従来、膨大なゲノム（全遺伝情報）
DNAのうち、RNAに転写される領域
は一部にすぎず、タンパク質をつくる
配列（ヒトの場合、ゲノムの約2％）以
外の大半は、意味のない情報が書かれ
たジャンクだと考えられていた。ところ
がDNAの7割以上がRNAに転写され
ていることが分かった。さらに、転写
されたRNAの多くがタンパク質をつく

■   2005年の衝撃
　1995年に来日したカルニンチ部門長
は、理研の林﨑良英 主任研究員（現 理
研予防医療・診断技術開発プログラム 

プログラムディレクター）のもとで、
DNAの遺伝情報を読み取ったRNAを
調べる研究を始めた。
　遺伝情報は、DNA中にあるアデニン

レトロウイルスの感染に由来する配列（レトロ
トランスポゾン）は、RNAへの転写と、RNA
からDNAへの逆転写、転移・増殖を繰り返し、
コピーを増やす。
　進化の過程で、レトロトランスポゾンが転移
や増殖を起こす活性はなくなり、DNAに入り
込んだ配列も次第に断片化していった。現在、
その残骸であるDNA領域の一部はncRNAと
して転写され、エンハンサーと複数のプロモー
ターを相互作用させることで、幹細胞に必要な
多種類の遺伝子の発現を促進していると考え
られる。

ジャンクDNAは宝の山だった

10年ほど前まで、DNAの大半は意味のない情報が書かれた
ジャンク（がらくた）だと考えられていた。
ライフサイエンス技術基盤研究センター 機能性ゲノム解析部門の
ピエロ・カルニンチ（Piero Carninci）部門長たちはこれまで、
DNAの大部分がRNAに読み取られ、そのRNAが遺伝子の
発現を制御する重要な機能を持つことを明らかにしてきた。
そして将来、RNAの情報を病気の早期発見や治療に役立てることを目指している。
ジャンクと思われていたDNAに、どのような有用な情報が書かれているのか。
従来の生命科学の常識を覆す最新研究の一端を紹介しよう。

研 究 最 前 線

レトロトランスポゾン由来のncRNAが幹細胞に必要な多数の遺伝子の発現を促進する
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は、いつ、どこでつくられたのだろうか。
「宇宙誕生から数億年後、水素やヘリウ
ムを材料にして星が生まれました。その
星の中で核融合反応によって新しい元
素がつくられたのです。さらに、重い星
は一生の最後に超新星爆発と呼ばれる
大爆発を起こし、そのときにもさまざま
な元素がつくられます。宇宙では、星の

■    元素は星の営みがつくり出した
　「最新の研究では、宇宙は約138億年
前に生まれたと考えられています。その
ころの宇宙には、水素とヘリウム、そし
て少しのリチウムしか元素はありません
でした」と玉川 徹 准主任研究員。
　現在では、自然界に存在する安定な
元素だけでも90種類以上ある。それら

輪
りん

廻
ね

転生が繰り返されています。今、私
たちの周りにある元素はすべて、星の営
みがつくり出したものです。元素の創成
と輪廻転生のドラマを再現すること、そ
れが玉川高エネルギー宇宙物理研究室
の目標です」
　そのために研究室では、超新星爆発
の後に残された超新星残骸や中性子星、

Ｘ線天文学の新しい世界が始まる

玉川高エネルギー宇宙物理研究室では、Ｘ線天文衛星を用いて超新星爆発や
中性子星、ブラックホールなどが出すＸ線を観測し、高エネルギー天体現象のメカニズムを
理解しようとしている。また、研究室は、2015年打ち上げ予定の日本の
次期Ｘ線天文衛星「ASTRO-H」の開発に参加。従来の20倍という超高分解能の分光観測を
実現するマイクロカロリーメーターの開発を行っている。さらに、Ｘ線天文学最後の
フロンティアとも呼ばれるＸ線偏光観測を目指した「GEMS」の開発も進行中だ。
1962年6月18日、強いＸ線を出している天体、さそり座X-1が発見された。
このとき、Ｘ線天文学が誕生した。それから51年。Ｘ線天文学の最先端、
そして「ASTRO-H」や「GEMS」が拓く新しい世界を紹介しよう。

「すざく」が捉えた全体像 「XMM-ニュー
トン」の視野

中性子星

「XMM-ニュート
ン」2001年

「XMM-ニュートン」2001年と2007年の差分画像

超新星残骸ベラジュニアのX線画像

研 究 最 前 線

中川独立主幹研究ユニットの主要な研究ターゲットは、
“G

ゴ マ フ

omafu”というRNAである。DNAに書かれた遺伝情報は
RNAに転写され、核の外に運び出されて私たちの体をつくる

タンパク質へと翻訳される。これが生命科学の常識だった。ところが
2005年、タンパク質へ翻訳されないノンコーディングRNAが

たくさんあることが明らかになり、研究者たちを驚かせた。
GomafuもノンコーディングRNAの一つである。しかも、核の外に出ていかない

奇妙なノンコーディングRNAだ。Gomafuは、なぜ核内にとどまり、
どのような働きをするのか。未踏の分野、核内ノンコーディングRNA研究の

最前線を紹介しよう。

中川真一
基幹研究所 
中川独立主幹研究ユニット
独立主幹研究員

研究最前線

核内ノンコーディング　　　　
——　　　 の分野を切り開く

RNA
未踏

GomafuのRNAの分布（緑色）。受精後14日目のマウ
スの網膜。タンパク質に翻訳されるRNAは核から出て
細胞質に存在するが、Gomafuは核の中にとどまって
いる。分布がゴマフアザラシの模様のように見えること
から、中川独立主幹研究員がGomafuと名付けた。

2014年9月号研究最前線
「ジャンクDNAは宝の山だった」

2013年8月号研究最前線
「X線天文学の新しい世界が始まる」

2009年2月号研究最前線
「核内ノンコーディングRNA
──未踏の分野を切り開く」

中川独立主幹研究員（当時）は、
新しい研究分野として確立さ
せ、教科書に“ノンコーディング
RNA”の章ができれば、と将来
の夢を語っていた（左）。その後、
ノンコーディングRNAの研究は
進み、網羅的な解析から創薬や
予防医療・診断などへつながる
可能性も見えてきた（中央）。

世界初のX線偏光観測衛星の開
発・研究に取り組む玉川主任研
究員。日本における宇宙線研究
のパイオニア・仁科芳雄博士と
日本のX線天文学を切り開いた
小田稔博士にゆかりの理研から
X線偏光天文学の幕開けとなる
か、期待が高まる。
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いわれる小田 稔 先生が1988年に理事長に着任され、理研にX
線で宇宙を見る研究グループが誕生してからではないでしょう
か。
安藏：最近では2013 年8月号「X 線天文学の新しい世界が始
まる」で、玉川 徹さん（現 開拓研究本部 玉川高エネルギー宇
宙物理研究室 主任研究員）のX線天文学を、2018年5月号「大
質量星はなぜ爆発する？」では、中性子星の合体が重い元素の
合成に関係していることを長瀧さんが紹介しました。
長瀧：かつては、超新星爆発のときに金やウランなどの重い元
素が合成されるというのが定説でした。しかし、超新星爆発で
できるのは鉄くらいまでの重さの元素だと考えられるようにな
り、それよりも重い元素が宇宙のどこで合成されるのか、よく
分かっていませんでした。現在、原子核や宇宙の研究は大きな
ブレークスルーが進行中です。きっかけは2017年に中性子星
の合体が重力波と電磁波の両方で観測されたことです。その電
磁波の観測から、金やウランなどの重い元素はそこでつくられ
た可能性が高いことが分かり、まさしく元素誕生についてのパ
ラダイムシフトが起きたのです。
安藏：2015年9月号「重元素合成の過程をRIBFで検証する新
時代が到来」では、重イオン加速器施設「RIビームファクト
リー」により、重い元素が合成される過程でできたと考えられ
る原子核をつくり、その性質を詳しく調べる実験を紹介しま
した。
長瀧：原子核や宇宙の研究で理研が果たしてきた役割、これ
から果たすべき役割は大きいと思います。

■    分野を横断するための媒体
杉田：小田 稔 第6代理事長は、「理研はアメーバのように変形
する研究機関」だと表現していましたね。
小川：理研の良いところは分野間に壁がなく、異なる分野の研

究者が直接結び付き、新しい方向へ発展していけることです。
長瀧：違う分野の研究者が何をやっているかを知る上で、研究
者にとっても『理研ニュース』は重要な情報源です。
杉田：私は今、理研内の研究組織を横断した理研科学者会議
の議長をしています。「研究最前線」を読めば、普段、人事や
予算を議論している議員たちの研究をより深く理解することが
できます。研究で分かったことだけでなく、その研究者の考え
方や興味など、人に焦点を当てているところも面白いですね。
小川：今の科学者会議の前身である主任会議の副議長を私が
務めていた1980年代後半は、和光の主任研究員室も40ほどで
したが、今は分野も広がり、研究室も増えましたからね。
安藏：現在では拠点が国内外11地区と増え、研究室は500以
上もあります。『理研ニュース』は一般読者だけでなく、研究者
にとっても、組織や分野を横断するための媒体になっているの
ですね。
杉田：2015年に「研究最前線」の取材を受けたときには、研究
室のメンバーも紹介してもらいました。研究している仲間たち
と一緒に紹介してもらえてうれしかったですね。
長瀧：若い人たちの座談会を企画して、未来予測をしてもらう
記事も面白いかもしれません。その予測を後から検証してみた
いですね。過去50年分の『理研ニュース』があるからこそ、今
回のように研究の流れを振り返ることができます。続けること
自体に大きな価値があると思います。継続は力なりです。
安藏：『理研ニュース』は、創刊号からの全ての記事を理研の
ホームページでご覧いただけます。これからも、理研が研究を
積み重ねている「研究最前線」を多くの方々に伝え続けていき
ます。本日はありがとうございました。
 （取材・構成：立山 晃／フォトンクリエイト、撮影：STUDIO CAC）

それぞれの登場号を手に。創刊号からの表紙の変遷を見て、「どんどん美しく明る
くなっている。時代が表れているね」と小川 名誉研究員。直近では2018年4月号
にも表紙のデザインをリニューアルした。
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代謝と決断力で世界を歩く
「植物メタボロミクスで地球環境への貢献を目指す研究者」として
2008年5月号に登場した草野 都さんは、当時、
植物科学研究センター メタボローム基盤研究グループ 
メタボローム解析研究チームの研究員だった。
それまでの経歴について「わらしべ長者みたい」
と語っていた草野さん。2000年に学位取得後、秋田県立大学、
スウェーデン農業科学大学、千葉大学でのポスドクなどを経て、
理研の研究員となったのは2005年。短期間だがチリでも研究を行った。
そして2014年、筑波大学の教授に。その素顔に再び迫る。

　「取材を受けたのは、『理研ニュース』が初めてでした。写
真を撮ると言われていたことを忘れ、普段着で行ってしまっ
たことを後悔」と草野教授は当時を振り返って笑う。「取材対
象に選んでいただき、私の研究を見てくれている人がいるん
だとうれしかったですし、記事が出ることで研究のモチベー
ションも上がりました」
　草野教授の専門は、メタボロミクスだ。植物がつくり出す
代謝物群（メタボローム）を網羅的に解析し、生命現象を代謝
システムとして包括的に理解しようという研究分野である。
2011年には、遺伝子組換え作物の代謝物が従来の品種と比
べてどの程度同じか、そしてどの程度異なるかを、高性能の
質量分析装置と新規の統計解析を組み合わせて評価する方法
を筑波大学との共同研究で開発し、大きな反響があった。
2013年には、科学技術振興機構（JST）の「さきがけ」に採択
された。「さきがけ」は未来のイノベーションの芽を育むこと
を目的とした個人型研究プロジェクトで、若手研究者の登竜
門ともいわれる。「とても励みになりました」と草野教授。筑
波大学教授への採用が決まったのは、そのすぐ後だ。「任期
付きではない採用は初めて。しかも、プロジェクト研究が多
い理研の研究センターと違い、大学では自らの興味に基づい
た研究も求められます。立場にふさわしい研究をしなければ、

と身が引き締まりました」
　研究室の立ち上げには苦労したが、草野教授が中心となっ
た研究成果が2018年に二つ発表されている。一つ目は、人工
光の照射によって生育したサニーレタスが、光質と強度、時
間によって異なる代謝物群をつくることを明らかにしたもの
（図）。二つ目は、植物工場で栽培されたサニーレタスは土壌
栽培されたものよりうま味成分を多く含み、苦み成分が少な
いことを、メタボローム解析で明らかにしたもの。これらの成
果は、植物工場で味や健康に関わる代謝物を自在に操る技術
の開発につながるとして注目されている。いずれも共同研究
に名を連ねているのは、草野教授が所属していた理研の研究
グループの研究者だ。「高性能の質量分析装置を所有してい
る機関は限られています。理研の共同研究者とのつながりが、
私が研究者でいることをいつも助けてくれています」
　「ここぞというときの決断力には自信があるんです」と笑
う。「代謝という根底を変えずに研究ができるならば、どこに
でも迷わず飛び込みます」。砂漠を緑化したいと思い、乾燥
地について学べる鳥取大学に進学。しかし、雨が降らない砂
漠に植物は育たないと授業で知って夢破れ、1種類の代謝物
を取り出して研究する天然物化学を学ぶことに。そしてス
ウェーデンで黎

れい

明
めい

期のメタボロミクスに出会い、今に至る。
「メタボロミクスで得られた知見を使えば、栄養分の乏しい
土地でも生育できる植物を開発したりできます。それを砂漠
の緑化につなげることができたら。そう思って研究を続けて
います」
　趣味は、ロープクライミングや音楽。忙しい日々が続き、
ロープクライミングからは遠ざかっているが、自宅でベースや
ドラムを演奏し歌う。「気分転換のつもりで始めても、盛り上
がり過ぎて疲れてしまう」と笑う。そんな草野教授のさらなる
活躍が楽しみである。
 （取材・執筆：鈴木志乃／フォトンクリエイト）

草野 都
筑波大学 生命環境系 教授
くさの・みやこ
1972年、滋賀県生まれ。2000年、鳥取
大学大学院連合農学研究科博士課程生
物資源科学専攻修了。博士（農学）。秋
田県立大学流動研究員、スウェーデン
農業科学大学ポスドク、愛媛女子短期
大学生命科学研究所ポスドクとして千
葉大学大学院薬学研究院での研究を経
て、2005年より理研植物科学研究セン
ター研究員。環境資源科学研究センター
（CSRS）上級研究員を経て、2014年よ
り現職。CSRS客員主管研究員を併任。

の今

異なる光質・照
射時間で生育し
たサニーレタス
の表現型
緑色光は植物に使
われていないと考
えられていたが、
緑色光のわずかな
波長の違いで代謝
物群が変化した。

若手研究者の素顔を紹介する「FACE」のシリーズは、2006年に始まり、
これまでに99人が登場しました。本号では、そのうち2人の「今」を紹介します。

撮影：STUDIO CAC
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青色光
470nm

5cm

5cm

緑色光
510nm

緑色光
525nm

赤色光
680nm

照射
1日目

波長

7日目
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ヒロハノマンテマの 
性決定遺伝子は私が突き止める
「植物の巨大なY染色体の謎に挑む研究者」として
2017年6月号に登場した当時、仁科加速器研究センター 
生物照射チームの協力研究員の風間裕介さんは、
英国のオックスフォード大学と共同研究を行っていた。
「成果が出なければ、この研究テーマは終わりにしよう。
そんな覚悟を持って臨んだ英国での1年間でした」と振り返る。
大きな手応えを得て、2018年5月、
植物ゲノム進化研究チームのチームリーダー（TL）に。
「機会を待て。だが決して時を待つな」。
19世紀のドイツの詩人ミュラーの言葉を意識しているという風間さん。
その素顔に再び迫る。

　ヒロハノマンテマというナデシコ科の植物が、風間TLの研
究対象である（図）。雌雄異株で、性染色体のXとYを持つ雄
と、Xを2本持つ雌がある。「ヒロハノマンテマのY染色体は、
大きさがヒトのY染色体の10倍以上もあります。巨大なY染
色体にある性を決定する遺伝子を突き止める。それが大学院
生のときからの研究テーマです」
　風間TLは、理研のRIビームファクトリーで加速した重イ
オンビームをヒロハノマンテマの花粉に照射して遺伝子を欠
損させることで、おしべとめしべを両方持つ両性花やどちら
も持たない無性花を咲かせる変異体を40個体つくり出した。
さらに独自に開発したプログラムを用いてY染色体上の遺伝
子の並び順を記した遺伝子地図を作成し、2016年に発表。
2017年1月に英国に渡った風間TLは、「FACE」の取材に「ど
の遺伝子が性を決定しているのかを突き止めたい。そのため
にここに来たのです」と語っていた。オックスフォード大学に
は、ヒロハノマンテマのゲノム研究の先駆者がいたからだ。
　風間TLは変異体のうちY染色体の欠損が小さいものを選
び、塩基配列を解読。それを共同研究者が解読した野生型の

塩基配列と比較した。「欠損部分に性決定遺伝子があり、欠
損が小さいほど絞り込みやすいと考えたのです。そしてつい
に、候補領域の絞り込みに成功しました。その過程でバイオ
インフォマティクスを習得できたのも、大きな収穫」と語る。
　英国には、家族4人で行った。毎朝2人の息子とジョギン
グをし、学校に送り、夜は宿題を見て、週末には小旅行に出
掛けたり。「単身なら、もっと多くの時間を研究に使えたのか
もしれません。でも家族で行くことを決めたのは自分。早起
きや集中力を高めることで、研究の時間をつくりました。いい
ことばかりの1年で、家族全員が帰りたくないと言っていまし
た」。滞在中に女の子が生まれ、5人での帰国となった。
　10年前、長男が生まれたのは、理研のリサーチアソシエイ
トのときだった。「研究者として歩き始めたばかりだったので、
将来への不安も大きかった」と振り返る。現在も任期付きだ
が、「『私があなたを選んだのだから、あなたは大丈夫』という
楽観的な妻の根拠のない励ましが救い」と風間TL。
　そうした中で「大きな手掛かりを持って帰ってきたからに
は、ヒロハノマンテマの性決定遺伝子を突き止めたい」と植
物ゲノム進化研究チームでの研究に意欲を示す。「候補領域
にある遺伝子の機能を調べ始めました。性決定遺伝子が特定
できたら、ヒロハノマンテマの雌に導入して性を変えることを
計画しています」。性決定遺伝子が見つかっている植物はいく
つかあるが、その植物の性を変えた例はまだない。
　風間TLは「染色体の進化に興味がある」とも言う。突然変
異で染色体上の遺伝子の並び順が変わることがあり、染色体
再編成と呼ばれる。重イオンビームで作製したシロイヌナズ
ナの変異体の中に染色体再編成が起きているものがあり、そ
れを調べることで植物の形態変化に染色体の構造変化がどの
ように関わったのかを明らかにしようとしている。ヒロハノマ
ンテマのY染色体も再編成が起きており、両性花から雌雄異
株への進化の道筋の理解にもつながると期待される。
　「ヒロハノマンテマのY染色体は巨大すぎるために研究者た
ちから敬遠されています。でも私は大学院生のときからの腐れ
縁。巨大なY染色体の謎は自分の手で決着をつけたいですね」
 （取材・執筆：鈴木志乃／フォトンクリエイト）

風間裕介
仁科加速器科学研究センター 
植物ゲノム進化研究チーム チームリーダー
かざま・ゆうすけ
1977年、東京都生まれ。博士（生命科
学）。埼玉大学理学部生体制御学科卒業。
東京大学大学院新領域創成科学研究科
先端生命科学専攻博士課程修了。理研 
生物照射チームリサーチアソシエイト、
基礎科学特別研究員、協力研究員など
を経て、2018年5月より現職。

ヒロハノマンテマ（Silene latifolia）の花と染色体（右）

の今

撮影：STUDIO CAC
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年齢 90歳以上 2%

20代 4%
30代
12%

40代
17%

50代
21%

60代
17%

70代
16%

80代
10%

10代 2%

未回答 2%

男性
72%

女性
26%

性別

初めて
18%

毎号
74%

創刊号から 8%

閲覧方法（複数回答可）

閲覧歴

上記「毎号」読んでいる人の閲覧年数

1～5年
63%

21年以上 6%

6～10年
16%

11～20年
16%

未回答 6%

印刷物 72%

WEB 22%

未回答 1%

専門学校生 0%

技術者 8%

会社員
26%

そのほか
22%

会社役員・経営者 5%

家事専業 5%

中学生 0% 高校生 1%

大学生・大学院生 4%
研究者 5%
教員 11%

そのほか公務員 6%

自由業・自営業 7%

職業

■    創刊号から50年の愛読者も！
　10代の高校生から90代の方まで、幅広い世代に読んでいた
だけていることが分かりました。特に、30代以上の社会人では
年代に大きな偏りがありませんでした。性別では約7割と男性
が多めです。職業は、約1/4が会社員、そのほか、学生、教育・
研究者、介護職、図書館司書、作家、ジャーナリストなど、さ
まざまな方にお読みいただいています。
　図書館などで印刷物を手に取ってくださっている方が約7割
ですが、理研ウェブサイトからもバックナンバーを含めご覧い
ただけます。8割以上が毎号定期的に閲覧くださり、創刊号か
らのご縁の方もいらっしゃいました。

■    ますます充実した記事を目指します！
　最先端科学のみならず、法人としての理研や研究者の人物
像への関心も高く、研究室主宰者のインタビューで、その研究

室の“最前線”を紹介する「研究最前線」が特にご好評をいただ
いています。プレスリリースを分かりやすく解説する「SPOT 
NEWS」や職員による巻末コラム「原酒」も人気があるようで
す。
　『理研ニュース』ではほかにも、理研の新しい取り組みを紹
介する「特集」や、不定期ながら若手研究者の素顔に迫る
「FACE」、理研の歴史を振り返る「記念史料室から」といった
記事を掲載しています。また、2019年からは理研の海外事務
所を紹介するページもスタートする予定です。
　読後の感想では、「大変面白い」と「面白い」を合わせると9
割の方に楽しんで読んでいただけています。読みやすさについ
ては、「分かりやすい」と「まあまあ分かる」を合わせると7割近
くになりましたが、「少し難しい」「難しい」と感じていらっしゃ
る方々に向け、今後もより分かりやすい誌面づくりを目指して
いきます。どうぞお楽しみに。

『理研ニュース』7月号で実施した読者アンケートには251通の回答を頂戴しました。
ご協力いただき、ありがとうございました。集計から見えてきた読者像を紹介します。

「読者アンケート」結果報告

450  号  記  念  特  集 3
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理科の学習に活用しています
中山慎也�さん （島根県 教員）

　島根県・出雲科学館で実施している小中学生対象の理科
の授業で紹介できることはないかと、情報を集めるために
16年間ほど、毎号読んでいます。
　例えば、以前「研究最前線」を読んで興味を持った研究者
に連絡を取り、小学5年生や中学1年生の授業への協力を
依頼、快諾していただいたことがあります。現在もお付き
合いは続き、支援してもらっています。『理研ニュース』か
ら生まれたご縁ですね。また、ニホニウムについても、中
学3年生向けの授業「科学技術の発展」に取り入れました。
　理化学研究所の最先端の成果を児童生徒へ紹介したいの
で、『理研ニュース』などの広報活動に期待しています。 

表紙からしみじみ、ワクワク
唐木幸子�さん （オリンパス株式会社 技術開発部門 顧問）

　手元に届くと私はまず、「今月の『研究最前線』は何だろ
う」と表紙をしみじみ眺めます。毎号、表紙の写真やイラス
トを見るたび、理化学研究所のどれほどの多くの成果の中
から選ばれたものだろう……と想像し、ここに至るまでの
ご研さんと、卓越した研究者の誇りを感じてワクワクいた
します。
　次に読むのは、裏表紙記事の「原酒」です。研究者の日常
生活や、大切にされている活動や趣味が生き生きと温かく
語られていて、毎号、注目しています。私は現在、技術開
発部門のダイバーシティ推進に取り組んでいますので、女
性研究者の日常が書かれていると、まぶしい気持ちで拝見
して、社内の女性活躍の理想像にさせていただいています。
　『理研ニュース』は、最先端研究について対談形式やイン
タビューでの記事があり、分かりやすいので、自らの専門分
野以外でも読むことができます。手に取るたび、一息入れ
て、幅広い領域について学べる有り難さを感じております。

読 者 の 声

つまらない 1%

大変面白い 
25%

面白い
65%

どちらとも言えない 
9%

とてもつまらない 0%

理研への興味・理解が深まった 47%

最先端科学への興味・理解が深まった 76%

研究者への興味・理解が深まった 43%

そのほか 2%

難しい 8%

少し難しい 15%
分かりやすい 22%

まあまあ分かる
47%

どちらとも言えない 9%

研究最前線 71%

SPOT NEWS 34%

FACE 22%

原酒 24%

TOPICS 19%

内容について

内容

内容（複数回答可）

難易度

気になる記事（複数回答可）

創刊号からの全てのバックナンバーがWEB
でご覧いただけます！
http://www.riken.jp/pr/publications/
news/

※本誌2018年7月号での調査　※四捨五入により合計数値が合わないところがあります。
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理研 創立百周年記念事業
　

　1917（大正6）年3月20日に設立された理化学研究所（理研）は、2017

年に創立百周年を迎えました。
　これまでのご支援に感謝するとともに、次なる百年においても、社会
から信頼され、かけがえのない研究所であり続けるために、理研と社会の
関わりをさらに広げる活動として、創立百周年記念事業を進めています。
　本誌では、創立百周年記念式典（2017年7月号・11月号）や特殊切手

「理化学研究所創立100周年」（2017年4月号）についてお伝えしてきま
した。
　ここでは、理研百年展や記念誌『理化学研究所百年史』の発行をはじ
めとする事業内容についてご紹介します。本記念事業は、創立百周年記
念事業募集寄附金に理研の資金を加え実施しています。

図2  理研の科学道

　「理化学研究所百年～お
ア ル マ イ ト

弁当箱からニホニウムまで」を国立
科学博物館と共催。世界トップクラスの研究所へと発展した理
研の百年の歩みと多様な研究成果を、年代に沿ってたどる展示
構成で好評を博しました。
　来場者は幅広い年代の方々で、理研の歴史にとても詳しい方
も多く、理研について熱く語る様子などが見られました。

　同展は理研の拠点がある和光市や神戸市、第4代所長の仁科
芳雄博士ゆかりの岡山県里庄町、理研の所外展示施設がある科
学技術館を巡回し、延べ10万人の方々にご来場いただきました。

国立科学博物館（東京都台東区）： 2017年2月28日～ 4月 9日
和光市民文化センター（埼玉県）： 2017年5月30日～ 6月 6日
神戸市立青少年科学館（兵庫県）： 2017年7月20日～ 8月 23日
仁科会館（岡山県里庄町）： 2017年9月16日～ 11月 5日
科学技術館（東京都千代田区）： 2018年3月17日～ 4月 8日

百年の歴史をたどる企画展を国内5カ所で開催

仁科芳雄博士がコペン
ハーゲン大学 理論物理学
研究所（デンマーク、現 
ニールス・ボーア研究所）
での研究を熱望する旨、
ニールス・ボーア所長に
送った手紙（上、レプリ
カ）など、貴重な史料が展
示された。

財団理研時代のヒット商
品アルマイト（1920年代、
左）から、新元素ニホニウ
ムの命名（2016年、右）
まで、理研の百年の歩み
を紹介した。

会場中央に展示され
たのは仁科型電離箱。
何十年にもわたり、
宇宙線強度測定に使
用された。

国立科学博物館で開催した企画展の様子と展示品

提供：Niels Bohr Archive
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図2  理研の科学道

　理研の創設は、欧州が主戦場となった第一次世界大戦（1914
～18年）の最中の1917年。欧州から物資や技術の輸入が難しく
なり、自国の技術で産業を発展させる必要性が強く認識された
時期でした。国の主導ではなく、産業界や学界からの強い要望
により、「わが国の産業発展に資すること」を目的として設立さ
れたのが財団法人理化学研究所（理研）です。以来、日本の科
学技術をけん引し続けた理研の歩みは、そのまま日本の科学史
にも重なります。
　記念事業の一環として編さんした『理化学研究所百年史』は、
3分冊で総ページ数は1,500に及びます。「第Ⅰ編 歴史と精神」
「第Ⅱ編 研究と成果」「第Ⅲ編 資料」と題して理研百年の歩み

を正史としてまとめました。理研創立の背景から財団法人、株
式会社、特殊法人、独立行政法人を経て、現在の特定国立研究
開発法人へと形を変えながらも、国や時代の要請に応え続けて
きた各時代が詳述されています。臨場感あふれる研究の現場の
記録も余すところなく記されており、理研が連綿と受け継いで
きた不屈の精神と研究への情熱が読み取れることでしょう。
　『理化学研究所百年史』は、都道府県の各中央図書館や連携
大学院の協定を結んでいる国内大学などへ寄贈。WEBサイト
でPDF版を公開しています。
　http://www.riken.jp/pr/publications/anniv/

記念誌『理化学研究所百年史』の編さん

であるが、酒のうま味は琥珀酸などの有機酸やアミノ
酸が担っていた。味の決め手となる琥珀酸の製法が確
立すると、合成清酒は事業として軌道に乗り、1943
年には、理研酒の製造特許を47社が契約した。理研
ブランドの「利久」は1929年に発売され、現在も販
売されている。

世界で使われている“アルマイト”
　アルマイトは、アルミニウム（アルミ）の表面処理
法の一つで、そのように加工されたアルミもアルマイ
トと呼ばれる。アルミをシュウ酸（または硫酸）の溶
液中で電解処理すると酸化被膜を厚くすることができ、この酸化被膜により、ア
ルミを、腐食しない、すり減らない、丈夫な素材に改質することができる。アル
マイトは、弁当箱、やかん、キーホルダー、工芸品、部品、部材など、世界中で
使われている。

理研コンツェルンの設立
　研究成果の実用化すなわち産業に供する仕組みの第2弾は、特許等の実施権の
譲渡である。財団理研は、公益法人であり、過剰な利益追求は相応しくないため、
特許等を企業に実施権譲渡し、会社からの実施料等を以て研究費を捻出するとい
う目論見であった。しかし当時の日本の企業は、欧米には高価な特許料を払って
特許の実施を進めていたが、理研の特許には見向きもしなかった。
　このため、大河内は、第3弾として理研の組織の外側に多くの会社を作り、財
団法人は持ち株会社となって、研究所の成果を実施させる形とした。
　財団理研の初の事業体は1922（大正11）年に設立された東洋瓦斯試験所で

三角定規とお弁当箱とレコード盤

『理研コンツェルン』月報増刊号
（1938年8月発行）

理研コンツェルン系列会社表

17
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法
人
理
化
学
研
究
所

Ⅰ

他方、機能研究（当初は知的財産取得に必須であるという側面もあった）のため
に解析したものとして、基質との複合体、活性の変化した変異体の構造や、技術
解析のために解析した構造などもあったが、それらはモデリングのテンプレート
としては数えないことになった。以上の差し引きをしても、RSGIとしては、構
造解析数（2675）とほぼ同数の「基本構造」を決定したことになる（2500を十
分に超えている）。

決定した構造（リボン図）の一部を国旗のよ
うに並べたイラスト。中の円に相当する箇所
に、NMRにより決定されたタンパク質の構
造を、円を囲む外側に相当する箇所に、X線
結晶解析により決定されたタンパク質の構造
を配置。下の図はその一部を拡大したもの。
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研究員
大河内研究室
主任　大河内　正敏

主任研究員制度開始（1/1）

研究員補 研究員
真島（正）研究室

主任　真島　正市

本多（光）研究室
主任　本多　光太郎

研究員補 研究員
石田研究室

主任　石田　義夫

寺田研究室
主任　寺田　寅彦

清水研究室
主任　清水　武雄

木下研究室
主任　木下　正雄

飯盛研究室
主任　飯盛　里安研究員研究員補

鈴木（庸）研究室
主任　鈴木　庸生

井口研究室
主任　井口　春久 辻研究室へ

深川研究室
主任　深川　庫造

飯高研究室
主任　飯高　一郎

野口研究室
主任　野口　孝重

部長 化学部長
池田研究室
主任　池田　菊苗

磯部研究室
主任　磯部　甫
（大正8年　研究生、10年　研究員）

研究員補 研究員
浅原研究室

主任　浅原　源七

西村研究室
主任　西村　常吉研究員補 研究員

片山研究室
主任　片山　正夫

田丸研究室
主任　
田丸　節郎

石川研究室
主任　石川　総雄（大正8年　研究員補、10年　研究員）研究員

木村（正）研究室
主任　木村　正路

長岡研究室
主任　長岡　半太郎部長 物理学部長

仁科研究室
主任　仁科　芳雄長岡研究室に異動（2/15）仁科　芳雄（鯨井研）研究員研究生

（鯨井研）
研究員補

研究員補 研究員

研究員補 研究員

高峰研究室
主任　高峰　俊夫

西川研究室
主任　西川　正治

鯨井研究室
主任　鯨井　恒太郎研究員

助手 赤平　武雄

研究員補 研究員
西研究室

主任　西　健

瀬藤研究室
主任　瀬藤　象二
（大正8年　研究員補、10年　研究員）

研究員

研究員補
久保田研究室

主任　久保田　勉之助研究員

喜多研究室
主任　喜多　源逸

真島（利）研究室
主任　真島　利行

研究員補 研究員

和田研究室
主任　和田　猪三郎

鈴木（梅）研究室
主任　鈴木　梅太郎研究員

研究員　薮田　貞治郎

1917年
大正6年

1918年
大正7年

1919年
大正8年

1920年
大正9年

1921年
大正10年

1922年
大正11年

1923年
大正12年

1924年
大正13年

1925年
大正14年

1926年
大正15年／昭和元年

1927年
昭和2年

1928年
昭和3年

1929年
昭和4年

1930年
昭和5年

1931年
昭和6年

1932年
昭和7年

1933年
昭和8年

1934年
昭和9年

1935年
昭和10年

1936年
昭和11年

1937年
昭和12年

■主任研究員研究室（財団理研時代）

研
究
室
の
推
移

　主
任
研
究
員
研
究
室
（
財
団
理
研
時
代
）

154

Ⅲ

理研百年史_III_資料_137_305_納.indd   154 18/02/16   13:49

ダイジェスト版

『理化学研究所百年史』
（2018年3月20日発行）
は3冊合計で5kg。歴
史の重みも感じられる。

「第Ⅰ編／歴史と精神」より 「第Ⅱ編／研究と成果」より 「第Ⅲ編／資料」より
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　各センター、部署および累積一定額以上のご寄附かつご希望
のあった企業からご提供いただいた史料を収集し、「百年タイ
ムカプセル」として、理研の歩みを百年後の後世に伝承するた
め、和光事業所に設置・展示しています。
　百年タイムカプセルには、理研の研究や活動を百年後に伝え
るものとして、刊行物、航空写真、給与明細のほか、モデル植
物変異体の種子、スパコンに搭載したCPU、マイクロピペット
などに加え、ご寄附者さまから寄贈いただいた品など240種を
収納しました。

　2018年3月23日には、百年タイムカプセルの設置を記念し
除幕式を開催しました。松本理事長は「百年後に理研が存続す
ることを目指し、全職員がご支援いただく方々と共に頑張って
いきたい」と述べ、また来賓を代表して、理研香料工業㈱代表
取締役社長の永井孝彦氏からは「理研が50年、100年と存続し
発展することを祈念します」と祝辞を頂きました。

　スーパーサイエンスハイスクール（SSH）指定校のうち195
校へ、「科学道100冊」セットを贈呈しました。「科学道100冊」
は、書籍を通じて科学者の生き方・考え方や科学の面白さ・素
晴らしさを伝えたいという思いから、理研と㈱編集工学研究所
が共同で選書した100冊の本です。
　この贈呈事業によって生まれたご縁もあり、2018年1月には
滋賀県立虎姫高等学校2年生を対象とした特別授業実施に協力

をしました。同校の卒業生でもある橋爪良信 創薬・医療技術基
盤プログラム マネージャーによる講演「薬づくりに関わる専門
領域の話～研究経歴の紹介とともに～」では、生徒たちの今後
の学習や課題研究・進路選択の参考となるよう、理研における
創薬研究を進める上で重要な能力や姿勢について、現場ならで
はの経験を交えての紹介が行われました。

百年タイムカプセル

「科学道100冊」贈呈

百年タイムカプセル除幕式の模様

滋賀県立虎姫高等学校図書館での「科学道100冊」展示の様子

百年タイムカプセル

母校で講演する橋爪良信マネージャー
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創立百周年記念事業の一覧
　

現物寄附された高速液体クロマトグラフ質量分析計

　バイオリソース研究センターと京都大学iPS細胞研究所
（C

サ イ ラ

iRA）の連携拠点として、 iPS創薬基盤開発チームが設置
され、京都府の関西文化学術研究都市（けいはんな学研都
市）で研究活動を開始しています。関西の製薬企業、医療
機器メーカーやCiRAと日常的に緊密な連携を行い、iPS細
胞を利用した創薬を進める拠点（ハブ）としての役割を同
チームは担います（本誌2018年6月号「特集」）。新設の研究
室整備に当たり、現物寄附された研究機器などを設置し、
研究に役立てています。

百周年連携研究室などの設置1

　海外からノーベル賞受賞者など著名な科学者をお招きし、
理研内外の若手研究者らとの交流の場として8件の国際シ
ンポジウムを開催しました。
　また、40歳未満の所内若手研究者・技術者の顕著な功績
を表彰する理研の研究奨励賞・技術奨励賞・産業連携奨励
賞の贈呈事業を支援しています。

若手研究人材のキャリア育成2

　歴史的史料を収集・保存・展示しました。理研の功労者
である元職員へのインタビューを行い、それらの動画はオー
ラル・ヒストリーとして、理研のホームページで公開してい
ます。

記念史料の収集・保存・展示5

119番・120番
元素の合成に使
用される気体充

じゅう

塡
てん

型反跳分離器
GARIS-Ⅱ

　理研では113番元素「ニホニウム」に続き、119番・120
番元素の合成に挑戦しています。その研究のためにと使途
を特定して頂いた寄附金を、該当研究室へ配賦しました。
　今後、若手研究者らが次のステップにつながる研究を始
めるため、WEB上で研究目的を研究者自らが動画により説
明し寄附金を募る、理研版クラウドファンディングの創設
を後押ししていきます。

未来を共につくる研究の推進6

　先進的な理数系教育による創造性豊かな人材育成に取り
組んでいる平成29年度文部科学省指定のスーパーサイエン
スハイスクール（SSH）指定校203校に希望調査を行い、ご
希望いただいた195校へ、「科学道100冊」セットを贈呈し
ました（14ページ参照）。

「科学道100冊」の贈呈7

　百周年記念事業に関わる広報活動を行うとともに、ご寄
附者への感謝の意を表し、ご芳名録を理研WEBサイト（下
記）に公開し、理事長名の感謝状やオリジナル記念品を贈
呈しました。このほか、累積一定額以上のご寄附者の方々
を永きにわたり顕彰するためのご芳名銘板を製作し、和光
地区に設置・展示しています。
※理研 創立百周年記念事業特設ウェブサイト
http://100th.riken.jp/

その他、百周年記念事業の推進活動8

　新しい研究領域・分野関連の研究環境を整備するために、
現物寄附された先端研究機器などを希望する研究室に設置
しました。

国際水準の研究環境の整備3

　前述の百年展（12ページ参照）のほか、記念式典・講演
会を開催し、産業界や社会、地域との連携を図りました。

百周年記念式典・講演会・百年展の開催4 『理化学研究所─100年目の
巨大研究機関』の取材に協力
　ノンフィクション作家の山根一
眞さんが、理研の全国に広がる研
究拠点を取材し、70人以上の研究
者にインタビューを実施。理研の
100年の歩みを念頭に、現在の姿を
研究者の証言としてまとめ、講談
社ブルーバックスの一冊として刊
行されました。

発行：講談社　
著者：山根一眞
2017年3月20日発行
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科学者の自由な楽園にて
小谷元子 こたに・もとこ
理化学研究所 理事

理化学研究所は国の研究機関としてさまざまな顔を持つ
が、私が最初に思い浮かべるのは朝永振一郎の『科学者の
自由な楽園』である。おそらく私が科学者というものに憧
れた最初のきっかけは、朝永や湯川秀樹を描いた児童向け
の偉人物語だった。子どものときの私にとってのヒーロー
で、そして今でもヒーローである朝永博士の理研である。

■
量子力学の黎

れい

明
めい

期に決定的に重要な理論を構築した朝永
だが、同時に彼は多くの深みあるエッセーを書いている。
私が何度も何度も繰り返し読んだのが『滞独日記』である。
軽々と全てを飛び越えた天才のように見える朝永の生みの
苦しみが生々しい。自分も数理物理に関わる研究者とな
り、子どものころとはまた違う多層な尊敬の対象となって
いる。

■
研究は楽しい。しかし苦しい。知りたいことは遠くにそび
え立つ山頂におぼろげに見えるが、自分は暗闇の中で手
掛かりもなく地べたでもがく。一歩も進めないでいるのに、
それでも問題が頭にへばりついて逃れることができない。
焦燥だけが募る。だからこそ展望が開けたときの喜びは強
烈であり、その一瞬が忘れられずに研究をしているのかも
しれない。歴史の中では取るに足らない発見かもしれない
が、自分の中で理解の次元が一つ上がるスッキリ感は何
物にも代えられない。

■
海外に長く住んだことはないが、少し長めでは1年間過ご
したことが2回ある。最初はドイツのボンにあるマックス・
プランク研究所。初めての外国で、生活の全ての場面で
ルールが分からず苦労はした。しかし、若くてがむしゃら
だったし、同年代の研究者が世界中から集まっていてワイ
ワイできたこともあり、つらかったという思いは（当時は
あったに違いないが）ない。しかし、それから7年後にフ
ランスのパリ郊外に滞在したときは違うフェーズにいた
（写真1）。すでに就職していて、ここで自分の研究を一段

高いところに持っていかなくては先がないという気負いも
あった。若いころと違う意固地なガツガツ感もあり、また
中途半端にものが見えてしまい、たどり着きたい目標は見
えるのに、無駄をする余裕がないような気がして、身動き
が取れない時間が続いた。中島敦『山月記』の「臆病な自
尊心、尊大な羞恥心」というようなことも考えた。真っ黒
だったノートルダム大聖堂が掃除されて真っ白な姿を現す
のを何時間も見ていたときの気持ちは、今も鮮やかによみ
がえる。おそらく日本にいたら雑用に紛らして逃げ出すこ
ともできたかもしれない。何の束縛もない無限の時間が
あったからこその苦しみでもあった。実はこの滞在の期間
に今の研究につながる面白いアイデアをつかんで、その後
思いがけなく展開をしたので、それなりに有意義な苦しみ
ではあった。

■
今、理研では国際協力と若手研究人材育成を担当してい
る。だいぶ感性は鈍ったが、世界中から理研に野望を持っ
て集まる研究者が、その研究人生を切り開くお手伝いをで
きたらと考えている。

寄附ご支援のお願い
理研を支える研究者たちへの支援を通じて、日本の自然科学の発展にご参加ください。

問合せ先● 理研  外部資金室  寄附金担当　 
Tel：048-462-4955    Email：kifu-info@riken.jp（一部クレジットカード決済が可能です）

写真1 • 2001年に
滞在したパリ郊外
のIHÉS（高等科学
研究所）。数学者に
とっての「楽園」。

写真2 • 筆者近影（中央）。湯川、朝永両博士に影響を与えた日本の原子核物理学
の父であり、理研第4代所長でもある仁科芳雄博士ゆかりの岡山県里庄町・仁科
会館にて。右2名は理研と里庄町が共同開催する「理研里庄セミナー2018」の講
師、上坂友洋 主任研究員と瀧宮和男チームリーダー、左は田主裕一朗 科学振興仁
科財団理事・事務局長。奥の写真は湯川（左）、朝永（右）、仁科（上）の3博士。

写真提供：IHÉS

原  酒

R
IK

E
N

 2
0

1
8

-0
1

2


